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午後２時１０分 開会 

○議長（小島 一君） 開会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

  本日、平成２４年第４回南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会が招集されま

したところ、議員並びに執行部各位には、公私何かとご多用のところご出席いただき、

ここに開会の運びとなりましたことを心から厚く御礼を申し上げます。 

  さて、本日付議されます案件は、平成２３年度一般会計歳入歳出決算及び平成

２４年度一般会計補正予算であります。議員各位には、慎重ご審議の上、適切なご決

定を賜りますようお願い申し上げ、開会に当たってのあいさつといたします。 

  続きまして、管理者 南あわじ市長 中田勝久君よりあいさつがございます。 

  市長 中田勝久君。 

○管理者（南あわじ市長 中田勝久君） 皆さんこんにちは。１１月も末を迎えてきま

すと、朝晩、めっきり寒さを感じるようになりました。きょうは平成２４年度第４回

南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会、皆さんお元気でご出席賜りましてまこ

とにありがとうございます。 

  この１年を振り返ってみますと、やはり大きな教育の関係では、あの大津市のいじ

め、自殺ということが大変大きなニュースで取り上げられまして、いろいろな地域で

も学校でも大変な対応が迫られた、そんな思いがいたします。何とか子供たちが安心

して、お互い、勉学に励めるようできればなというふうに思った次第でございます。 

  今も議長さんのほうからお話がありましたきょうの案件につきましては、認定第

１号、平成２３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計歳入歳出決算の認定、

議案といたしまして第４号、平成２４年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計

補正予算（第１号）でございます。どうぞ、慎重ご審議、適切妥当なご決定をいただ

きますようお願いを申し上げまして、開会に当たってのごあいさつにかえさせていた

だきます。 

○議長（小島 一君） ただいまの出席議員は１０名であります。 
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  定足数に達しております。 

  よって、平成２４年第４回南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会を開会しま

す。 

  本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付のとおりであります。 

  直ちに日程に入ります。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第７９条の規定により、議長より指名をいたします。 

  ２番 萩原宗治君、３番 岡崎稔君にお願いをいたします。 

  日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りします。 

  今期定例会の会期は、本日１日間にしたいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日１日間に決定をいたしました。 

  次に、日程第３に入る前にお諮りをいたします。 

  上記上程議案による説明のために、担当の蔵本幸之主幹と坂田真由美課長補佐の出

席を求めておりますので、あらかじめご了承のほどをお願いいたします。 

  それでは、日程第３、認定第１号、平成２３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合

一般会計歳入歳出決算の認定についてを議題とします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  教育部長 岸上敏之君。 

○教育部長（岸上敏之君） ただいま上程いただきました認定第１号、平成２３年度南

あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計決算の認定について、提案理由のご説明を申

し上げます。 
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  本件につきましては、地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委員の審査

意見をつけ議会の認定に付するものでございます。 

  事業及び決算の概要をご説明申し上げます。 

  本年度は、「次世代の人材を育てる学校教育」を基本目標に五つの重点課題を掲げ、

自立した社会の一員としての基礎を培う場として、確かな学力や学ぶ意欲、共生する

豊かな心の育成を目指しました。 

  こうした結果、平成２３年度一般会計決算額は歳入総額１億５，１４９万６，

３０３円。歳出総額１億４，５４１万１，９２２円。歳入歳出差引額６０８万４，

３８１円となっています。 

  なお、決算にかかる歳入予算に対する収入割合は９９．３％、歳出予算での執行率

は９５．３％となっております。 

  決算書の５ページ、６ページをお開き願います。事項別明細書でご説明申し上げま

す。 

  まず、歳入でございます。 

  １款、分担金及び負担金、１項、分担金１億４，１３７万８，０００円でございま

す。分担金につきましては、学校基本調査の児童生徒数により按分し、南あわじ市が

１億３，０８２万６，０００円、洲本市が１，０５５万２，０００円でございます。 

  ２款、使用料及び手数料、１項、使用料４８万７，０００円。広田小学校、広田中

学校の体育施設使用料でございます。 

  ３款、国庫支出金、１項、国庫補助金２万５，０００円。特別支援教育就学奨励費

補助金でございます。 

  ４款、県支出金、１項、県補助金１２０万２，０００円でございます。小学校体験

活動事業補助金６３万６，０００円、トライやるウイーク推進事業補助金３０万円、

わくわくオーケストラ教室バス利用補助事業補助金６万２，０００円、理科おもしろ

推進事業委託金２０万４，０００円でございます。 
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  ５款、寄附金については収入がございません。 

  ６款、繰越金２８６万８，８９０円、前年度繰越金でございます。 

  ７款、諸収入、１項、受託事業収入５１４万９，０００円でございます。これは倭

文小学校、倭文中学校の給食事務受託収入でございます。２項、雑入３８万６，

４１３円でございます。 

  次に、歳出でございます。９ページ、１０ページをお開き願います。 

  １款、議会費７５万４，３９３円でございます。定例会２回、臨時会１回にかかる

経費、議員報酬が主なものでございます。 

  ２款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費２１８万１，９５２円でござ

います。特別職の給料、退職手当組合負担金が主なものでございます。２項、監査委

員費７万円でございます。 

  ３款、教育費、１項、教育総務費、１目、教育委員会費１０７万２，６３５円。教

育委員報酬、各種負担金が主なものでございます。２目、事務局費１，４８５万６，

２８７円。事務局職員人件費負担金が主なものでございます。３目、教育振興費１，

４８４万１，０４６円でございます。小中学校職員及び児童生徒にかかる各種検査委

託料、教育用コンピューター保守管理委託料、小中学校就学援助費が主なものでござ

います。 

  ２項、小学校費、１目、学校管理費２，２４７万２６６円でございます。臨時職員

の人件費、施設整備及び維持管理等にかかる経費が主なものでございます。２目、教

育振興費９２１万１，２３１円でございます。教材用備品購入費、外国人講師招致事

業負担金が主なものでございます。 

  ３項、中学校費、１目、学校管理費１，７５２万４，９５１円でございます。職員

の人件費、施設整備及び維持管理等にかかる経費が主なものでございます。２目、教

育振興費８１７万８，３５８円でございます。教材用備品購入費、外国人講師招致事

業負担金が主なものでございます。 
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  ４項、保健体育費、１目、学校給食施設費２，７２４万７，４４９円でございます。

職員の人件費、施設の管理運営等にかかる経費が主なものでございます。 

  ４款、公債費３，６２１万４，５８５円でございます。長期借入金償還元金、長期

借入金償還利子でございます。 

  ５款、予備費については２万４，０００円を３款、１項、４目、保健体育費の１節、

報酬に充用しております。 

  ２９ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございます。 

  歳入総額１億５，１４９万６，０００円、歳出総額１億４，５４１万２，０００円、

歳入歳出差引額６０８万４，０００円、実質収支額も同額でございます。 

  次に、３０ページの財産に関する調書でございます。土地及び建物、物品につきま

しては増減ございません。 

  なお、決算内容の詳細につきましては、別添決算附属資料、主要施設の成果及び予

算執行の実績報告についてをごらんいただきたいと存じます。 

  慎重ご審議の上、認定賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明とさせ

ていただきます。 

○議長（小島 一君） 提案理由の説明が終わりました。 

  質疑に入る前に、決算審査に当たられました監査委員から審査の結果について報告

を求めます。 

  監査委員 岡崎稔君。 

○監査委員（岡崎 稔君） それでは、私のほうから、平成２３年度一般会計決算審査

報告を行いたいと思います。 

  ただいま議題となっております認定第１号、平成２３年度南あわじ市・洲本市小中

学校組合一般会計歳入歳出決算の審査結果につきまして、監査委員を代表して、私か

らご報告をさせていただきます。 

  平成２４年１０月１９日、私と奈良委員が一般会計歳入歳出決算の内容について執
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行部から説明を求め、慎重に審査を行いました。 

  審査に当たって重視したことは、予算が地方自治法第２条の規定に基づいて、経済

的かつ効果的に執行されているか、また、会計経理事務が適正に処理されているかな

どの点について、関係諸帳簿を照査しました。 

  その結果、計算係数は正確であり、学校組合の運営は適正に執行されていると認め

られましたので、ここにご報告申し上げ、決算審査報告といたします。 

  以上でございます。 

○議長（小島 一君） 監査委員の決算審査報告が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  何か質疑はございませんか。 

  森上祐治君。 

○９番（森上祐治君） 決算書の１４ページ、教育振興費の小中学校就学援助費につい

て若干質問いたします。 

  ６０２万９，４１６円ということでございますが、附属資料のほうで就学援助費、

小学校４５人、中学校４０人となっております。小学校６年間の１年生、６年生でト

ータル４５人が就学援助を受けておると。中学校では３学年で４０人と。何か中学校

になったら２倍の率になってるという、この辺の背景、その家庭事情とかいろいろあ

ろうと思うんですが、わかってましたらお教えいただきたい。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 就学援助費でございますが、市、組合、小中学校全て

同じ基準で行っておりますので、特に数字につきましては学校ごと、学年ごと、校種

ごとで差はございます。このような結果になっておると。 

  市のほうの数字を申し上げますと、小学校で３１４人、割合で１３．４８％、中学

校で１９３人、割合で１５．４３％。平均しますと５０７人で、１４．１６％でござ

います。 
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  組合のほうも平均をいたしますと８５人で、１４．３３％ということで、全体の割

合からいきますと、そう変わりはない。たまたま中学校のほうが割合が高くなってい

るというような結果でございます。 

○議長（小島 一君） 森上祐治君。 

○９番（森上祐治君） ほかの学校の状況とあんまり率が変わらないということなんで

すけども、その辺、ちょっと今のご説明ではちょっと解せんとこがあるんですよね。 

  中学校になったら、例えば広田小中学校の場合は同じ人数、大体、広田小学校の子

が中学校に行くと、基本的に。納地区とか洲本からも入ってくるんですけども、余り

にも率が２倍になってると。市内の中学校も大体、中学になった途端に就学援助の率

が小学校の子供に比べたら２倍になっているというのは、ちょっとこの辺どないなっ

てるんかなというようなことがわかりにくいんですが。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 中学校になったら多いというようなことでございます

が、今、組合のほうの小学校は率で１３．４％、それがそのまま学年が進行していき

ますとふえていくかというと、そうではないというふうに思っておりますので、やは

り学年によって、学校によって、その率はさまざまでございます。 

○議長（小島 一君） ほかに質問はございませんか。 

  楠和廣君。 

○８番（楠 和廣君） 決算書の１４ページの学力テストデータ処理業務委託料という

ことで計上されておるんですが、この学力テストの結果と学力レベルについて触れる

と、何科目を学力テストされたかお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 平成２３年度におきましては、東日本大震災がござい

まして、これは文部科学省が行っている全国学力学習状況調査のデータの処理業務で

ございます。 
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  学年は小学校６年生と中学校３年生、科目につきましては、小学校で算数と国語、

中学校で数学と英語ということでございます。 

  この全国学力学習状況調査が始まったころは文部科学省で悉皆調査といいまして、

全ての学校が参加して全ての集計を文部科学省がするというような形で行っておった

わけですが、昨年度は全く文部科学省は調査を行わず、問題ができておりましたので、

希望する学校にはその問題を配って調査を実施しても構わないということで、南あわ

じ市につきましても全ての学校で参加をいたしました。 

  ただ、集計のほうがしていただけませんので、市のほうで予算をとって集計をした

ということでございます。 

○議長（小島 一君） 楠和廣君。 

○８番（楠 和廣君） 市内全校で実施されたということですが、その集計結果と県下

とか全国平均レベルから言うたらどういうレベルの結果が出ておるんですか。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 全てのところで昨年集計をいたしましたが、先ほども

申し上げましたように、昨年は文部科学省の調査は行っておりません。ただ、全国集

計であるとか、県集計というのがなかったものですから、比較するものがないという

ことで、それぞれの学校で過去からずっとデータ的なものをとっておりますので、そ

れに基づいて、よかったところはよしと、悪かったところはまた改善プランというの

を立てまして、ことしは取り組んでおるところでございます。 

○議長（小島 一君） 楠和廣君。 

○８番（楠 和廣君） 全国的にとか県平均は集計がされておらんということで、今ま

で過去に学力テストを実施したと思いますが、過去のテスト結果から見て、このたび

の学力テストはどういうような単位ですね、単位としてどういうような結果が出たの

かちょっと報告願いたいと思います。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 
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○学校教育課長（安田保富君） それぞれの学校でやっておりますが、市全体といたし

ましては、特にテストにおきましては知識を調べる問題と、活用力を調べる問題がご

ざいます。 

  知識を調べる問題につきましてはほぼ、これまでも全国平均かなというように思い

ますが、やはり活用ということで若干課題がある問題があったと思います。 

○議長（小島 一君） ほかに質問はございませんか。 

  森上祐治君。 

○９番（森上祐治君） 同じく１４ページの登校対策指導員人件費負担金２１５万４，

０００円についてお尋ねいたします。 

  広田小中学校でも緑庁舎のほうで、いわゆる適応教室が開設されておりますけども、

この平成２３年度の実態ですね、現状はどうだったのか、ちょっとお聞きしたいと思

います。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 平成２３年度はおおむね３名の通室生がおりました。 

  倭文中学校から２人、広田中学校から１人というような現状でございました。 

○議長（小島 一君） 森上祐治君。 

○９番（森上祐治君） ちなみに、平成２４年度は教室には誰もいないということをお

聞きしたんですけども、市内全域の状況からして、今のこの市内の適応教室について、

どのように基本的に教育委員会として考えられてるのか。今後、何らかの改革をして

いく新しい動きなんかを考えられているんか、その辺のことをお尋ねします。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 本年度につきましては、緑適応教室につきましては、

今、通室生はゼロでございます。 

  他の、三原、南淡、西淡、それぞれ通室生がおります。指導員につきましては、緑

と三原が２教室あるんですが、指導員が３名と。あとの南淡、西淡につきましては、
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それぞれに２名ずつということで、緑、三原につきましては１名が兼務をしておると

いうような状況でございます。 

  適応指導教室につきましては、南あわじ市も非常に広域、面積も広いものでござい

ますので、やはり自分の中学校の近いところにその教室があるということが望ましい

と思いますので、できるだけ旧４町の形で４教室の維持をしたいというふうに考えて

おります。 

○議長（小島 一君） 森上祐治君。 

○９番（森上祐治君） 今のご答弁で理解したんですけども、私の聞くところによると、

県下の他の市町村では、こういう厳しい財政状況の中で、いわゆるセンター方式にし

ていこうとか、中央に集約して１カ所で集めて市内から子供を集めようというような

動きがあるやにも聞いておるんですけども、その辺は基本的に教育委員会としてはお

考えではないというふうな認識でよろしゅうございますか。 

○議長（小島 一君） 学校教育課長。 

○学校教育課長（安田保富君） 先ほど申し上げた理由で、できるだけ近いところにあ

るほうが通いやすいというふうに考えておりますので、そういう考え方でございます。 

○議長（小島 一君） ほかに質疑はございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 質疑なしと認めます。 

  質疑を終結いたします。 

  お諮りをしたいと思います。 

  本案については、討論を省略して、直ちに採決したいと思いますが、これにご異議

はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 異議なしと認めます。 

  よって、さように決しました。 
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  これより、認定第１号、平成２３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計歳

入歳出決算の認定についてを採決します。 

  お諮りします。 

  本案を原案のとおり認定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 異議なしと認めます。 

  したがって、認定第１号、平成２３年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計

歳入歳出決算の認定については、原案のとおり認定されました。 

  日程第４、平成２４年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正予算（第

１号）を議題といたします。 

  本案について、提案理由の説明を求めます。 

  教育部長 岸上敏之君。 

○教育部長（岸上敏之君） ただいま上程いただきました議案第４号、平成２４年度南

あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正予算（第１号）について、提案理由のご

説明を申し上げます。 

  １ページをお願いいたします。 

  第１条で、歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３９万円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ１億９，７２３万３，０００円とするものでございま

す。 

  続きまして、４ページをお願いいたします。歳入歳出予算について、事項別明細書

をもってご説明を申し上げます。 

  まず、歳入でございます。 

  ６款、繰越金、１項、繰越金３９万円を追加し、３９万１，０００円とするもので

ございます。前年度の繰越金の一部の追加でございます。 

  次に、５ページをお開き願いたいと思います。 
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  歳出でございます。 

  ２款、総務費、１項、総務管理費、１目、一般管理費６，０００円の追加でござい

ます。地方公務員災害補償基金負担金の追加でございます。 

  ３款、教育費、３項、中学校費、１目、学校管理費１１万円の追加でございます。

学校用務員賃金の追加でございます。４項、保健体育費、１目、学校給食施設費

２７万４，０００円の追加でございます。給食センター職員の人件費の調整でござい

ます。詳しくは６ページから８ページをごらんおきください。 

  以上で、平成２４年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補正予算（第

１号）の説明とさせていただきます。 

  慎重ご審議の上、ご決定を賜りますようお願いを申し上げます。 

○議長（小島 一君） 提案理由の説明が終わりました。 

  これより質疑を行います。 

  質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 質疑がないようでございますので、これにて質疑を終結いたし

ます。 

  お諮りします。 

  本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思います。 

  これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 異議なしと認めます。 

  よって、さよう決しました。 

  これより、議案第４号、平成２４年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計補

正予算（第１号）を採決します。 

  お諮りします。 
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  本案を原案のとおり決定することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（小島 一君） 異議なしと認めます。 

  したがって、議案第４号、平成２４年度南あわじ市・洲本市小中学校組合一般会計

補正予算（第１号）は、原案のとおり可決されました。 

  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

  会議を閉じます。 

  平成２４年度第４回南あわじ市・洲本市小中学校組合議会定例会を閉会します。 

  副管理者 洲本市長 竹内通弘君よりあいさつがございます。 

  竹内通弘君。 

○副管理者（洲本市長 竹内通弘君） 閉会に当たりまして、一言ごあいさつ申し上げ

ます。 

  本日はご多忙の中にもかかわりませず、議員の皆様には当定例会にご出席を賜りま

したことお礼を申し上げます。 

  ご提案いたしましたのは、平成２３年度当学校組合の一般会計歳入歳出決算認定案

件、並びに職員の人件費等にかかる一般会計補正予算（第１号）の２件でございまし

たが、慎重なる審議をいただき、適切なるご決定をいただきましたことに厚くお礼申

し上げます。 

  さて、ことしも残すところあと一月となりました。各位におかれましては師走を控

え公私とも大変お忙しいことと存じます。また、急な気候の変化もございます。くれ

ぐれもご自愛いただきたいと思います。 

  また、そろそろインフルエンザ等もはやり始める季節になりました。小中学校では

やりだしたとかの声はまだお聞きしていませんが、生徒さんたちには風邪など引かず、

元気で健康にてこの冬を過ごしていただきたいと念じているところでございます。 

  最後になりましたが、皆様方のますますのご活躍とご健勝をご祈念申し上げまして
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閉会のあいさつとさせていただきます。 

  本日はまことにありがとうございました。 

○議長（小島 一君） 閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。 

  本定例会では、平成２３年度の一般会計歳入歳出決算及び平成２４年度一般会計補

正予算につきまして審議をお願いいたしましたが、議員各位のご精励により無事議了

し、閉会を宣告できましたことはまことにご同慶の至りでございます。 

  先ほど、竹内市長もおっしゃられましたように、間もなく師走となって寒さが日ご

とに加わってまいります。議員各位をはじめ、執行部の皆様方にはお体をご自愛なさ

れましてますますのご活躍を心からお祈り申し上げ、閉会のあいさつといたします。 

  本日は、どうもありがとうございました。 

 

午後２時４５分 閉会 

 


